
東京学芸大学 理科教員高度支援センター

申込・キャンセル・問い合わせ
こちらから

日時： 2026年10月24日（土）13時20分～

会場：東京学芸大学　西4号館  (西講義棟110 )

開催方法：対面形式（オンライン配信・オンデマンド配信はありません。）
申込方法：事前申込（参加費無料）
※10月22日（木）までに申し込まれた方には講演資料をご用意します。
※当日受付でもご参加いただけます。

第18回理科教育シンポジウム

(シンポジウム型教員研修)

多様な生徒たちの理科
後援：小金井市教育委員会　小平市教育委員会

　国分寺市教育委員会　    （申請予定）

主催：東京学芸大学理科教員高度支援センター



　

司会：新田
英雄（理科教員高度支援センター）

13：20～
 開会挨拶
中野
幸夫（理科教員高度支援センター長）

趣旨説明
新田
英雄


13：25～14：00 ■岩井
祐一
(仙台大学)


知的障害教育から問い直す「理科を学ぶ」ということ


14：00～14：35 ■平野祐希子（筑波大学附属視覚特別支援学校）


多様な感覚で拓く物理の学び


14：35～15：10 ■小林晋平（東京学芸大学）


多様な学習者による「問いの共有」を可能にする理科授業の検討


（休憩）

15：30～16：05 ■小林一人（国立教育政策研究所）



一人一人が科学に参加できる学びを実現するために


16：05～16：55 総合討論　

16：55　 閉会

time table

概要




次期学習指導要領では，「多様性の包摂」を中心の一つに掲げています。

生徒の抱える困難や障害を，ハンディキャップと捉える視点から多様な個性

の一つと捉える視点へと転換していくことが，学校現場で求められていま

す。
本シンポジウムでは，多様な生徒たちのために，実験・観察を伴う理

科の授業を，どのように創っていくのかを考えます。



4名の講演者の方からの講演の後，参加者の皆さんと総合討論を行います。




　

講演内容

■岩井
祐一
(仙台大学)


知的障害教育から問い直す「理科を学ぶ」ということ


　本講演では、知的障害特別支援学校における理科授業の実践、全国の特別支援学校（中学部
及び高等部）を対象とした調査、公立特別支援学校で実施した教員研修等を手掛かりに、多様
な生徒にとって理科を学ぶことの意味を検討したい。特に、知的障害のある生徒が自然事象と
関わり、自ら気付き、考え、確かめ、表現していく姿に着目し、その学びを支える理科授業の
工夫と可能性について示したい。

　これらを通して、知的障害のある生徒の主体的な探究を支え、多様性を包摂する理科授業の
在り方について、参加者と議論する機会になればと考える。


■平野祐希子（筑波大学附属視覚特別支援学校）


多様な感覚で拓く物理の学び


　近年、インクルーシブ教育の重要性が広く認識されている。しかし、同じ教室で同じ実験を
行うだけでは、その方法が合わない生徒が学びから取り残されてしまうことも多い。視覚特別
支援学校には、全く見えない生徒から見えにくさのある生徒まで、多様な見え方の生徒が在籍
している。発表者はこれまで、目で見ることを前提としていることの多い物理の授業や実験
を、視覚障害のある生徒がどのように学べるかを模索しながら、触覚や聴覚などを活用した授
業づくりや実験に取り組んできた。

　本講演では、中高生への実践事例を紹介するとともに、そこで得られた気付きを共有した
い。また、多様な感覚を生かした学びが、視覚障害のある生徒に限らず、様々な生徒の学びを
豊かにする可能性についてみなさまと考えたい。

■小林晋平（東京学芸大学）


多様な学習者による「問いの共有」を可能にする理科授業の検討


　本講演では、私が宇宙物理学と物理教育を軸として様々な校種で実践してきた授業の中か
ら、本学附属特別支援学校および附属小学校で行った宇宙に関する授業や、校庭や体育館で
「地上絵」を描く授業などを紹介する。一見するとこうした授業はイベント的に思われるが、
そこには日常の理科授業にも生かしうる、共通した設計上の考え方がある。具体的には、学び
の入り口を複数つくると同時に、既有知識に左右されない未知の課題を設定し、時には授業者
も含む全員が「問い」を共有することを大切にしてきた。

　これらの実践例をもとに、「多様な入り口から、問いの共有へ」という、理科の学びにおける
インクルーシブの一つのあり方を提案したい。


■小林一人（国立教育政策研究所）



一人一人が科学に参加できる学びを実現するために


　次期学習指導要領に向けた検討では、多様な児童生徒一人一人の深い学びを実現することが
重視されている。理科においては、「科学的に探究する学習」を共通の基盤としつつ、児童生徒
が見通しをもち、自ら学習方略を工夫・調整しながら学ぶ「個に応じた学習過程」を充実させ
ることが重要である。
こうした学びを実現するため、「統合的な理解」や「総合的な発揮」の獲
得に向けて授業をデザインし、「分からない生徒を置いていかない」ことと、「もっと学びたい
生徒の可能性を閉ざさない」ことの双方を目指す必要がある。

　本講演では、一人一人がそれぞれの学び方で科学に参加できる理科教育の在り方について、
皆様とともに考えていきたい。
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